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　ほ
う報カ障

し ょ う れ ん

連﹁わ﹂
目
もくじ

次
巻
かんとうげん

頭言に代
か

えて　日
にほん

本カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会を支
ささ

える会
かい

… …… 会
かいちょう

長　前
まえ だ

田　万
まんよう

葉　枢
すうききょう

機卿　１
第
だい

14回
かい

カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらくきょうぎかい

絡協議会長
ながさきぜんこくたいかい

崎全国大会　
… …………………………………………… カ障

しょうれんながさきぜんこくたいかいじっこういいんかい

連長崎全国大会実行委員会　事
じむきょくちょう

務局長　片
かたおか

岡　英
ひでかず

和　２
長
ながさきたいかいきちょうこうえん

崎大会基調講演を聞
き

いて… …………………………………………………… 事
じむきょくちょう

務局長　小
こいけ

池　政
まさお

男　４
長
ながさきぜんこくたいかい

崎全国大会の全
ぜんたいかい

体会… ………………………………………………… 長
ながさききょうく

崎教区　司
しさい

祭　紙
かみさき

崎　新
しんいち

一　８
第
だい

14回
かい

日
にほ ん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかいながさきぜんこくたいかい

害者連絡協議会長﨑全国大会に参
さんか

加して… …………………… 鶴
つるまき

巻　健
けんじ

二　９
第
だい

14回
かい

カ障
しょうれんたいかい

連大会に参
さんか

加して… ……………………………………………………………… 塩
し お ざ き み ほ こ

崎美穂子　10
第
だい

14回
かい

カ障
しょうれんながさきぜんこくたいかい

連長崎全国大会「ともに･･･つんのうで！」ボランティアに参
さんか

加して
… ……………………………………………………………………… 長

ながさききょうく

崎教区　稲
いなさきょうかい

佐教会　久
ひさまつ

松　千
ちはる

春　11
第
だい

14期
き

　役
やくいんしょうかい

員紹介… …………………………………………………………………………………………… 12

†　主
しゅ

の平
へいあん

安
　教
きょうかい

会は待
たいこうせつ

降節を、社
しゃかい

会も師
しわす

走を迎
むか

えました
が、皆

みな

さまにはご清
せいしょう

祥の事
こと

とお慶
よろこ

び申
もう

し上
あ

げ
ます。また、早

はや

いですが、クリスマスと新
しん

年
ねん

のお喜
よろこ

びを申
もう

し上
あ

げます。
　日

にほん

本カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会（カ障
しょうれん

連）�
の顧

こもんしきょう

問司教として、日
ひ

ごろからカ障
しょうれん

連へのご
理
りかい

解、ご支
しえん

援をいただき感
かんしゃもう

謝申し上
あ

げます。
　カ障

しょうれん

連は1982年
ねん

京
きょうと

都で設
せつりつたいかい

立大会を開
かいさい

催し、�

以
いこ う

降３年
ねん

に１度
ど

皆
みな

さまのご支
しえん

援ご協
きょうりょく

力をいた
だきながら、各

かくち

地で全
ぜんこくたいかい

国大会を開
かいさい

催してまい
りました。ところが、2020年

ねん

からのコロナ
禍
か

のため、2021年
ねん

開
かいさいよてい

催予定の長
ながさきたいかい

崎大会が延
の

び延
の

びになり、少
すく

なくともこの３年
ねんかん

間、長
ながさき

崎
の皆

みな

さまには大
たいへん

変なご心
しんろう

労をかけ続
つづ

けまし
た。そんな中

なか

で、この2023年
ねん

10月
がつ

14、15
日
にち

に長
ながさきたいかいかいさい

崎大会開催の運
はこ

びとなり、大
たいへんせいだい

変盛大な
大
たいかい

会となりました。これも長
ながさき

崎の皆
みな

さまはじ
め全

ぜんこく

国の関
かんけいしゃ

係者のご支
しえん

援とご協
きょうりょく

力のたまもの
であります。
　「ともに…つんのうで！」のテーマは、長

ながさき

崎�
らしさとシノダリティを良

よ

く表
あらわ

したものでし
た。「つんのうで」で思

おも

い出
だ

すのは、子
こ

ども
のころ長

ながさきけん

崎県五
ごと う

島でのクリスマスミサです。
まず夕

ゆうがた

方は本
ほんきょうかい

教会での聖
せいや

夜ミサ、そして、そ
の後
あと

それぞれに深
しんや

夜ミサの巡
じゅんかいきょうかい

回教会へと、「つ
んのうで」向

む

かった頃
ころ

のことを思
おも

い出
だ

します。

小
しょうきょうく

教区・修
しゅうどうかい

道会・学
がっこう

校・各
かくしゅだんたい

種団体　各
かくい

位

巻
かんとうげん

頭言に代
か

えて

「クリスマス募
ぼ き ん

金
� つんのうでシノドス」
日
にほん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会を支
ささ

える会
かい

� 会
かいちょう

長　前
まえだ

田　万
まんよう

葉　枢
すうききょう

機卿
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一
ひと

つのたいまつが二
ふた

つになり三
みっ

つになりまし
て、いつの間

ま

にか大
おおぜい

勢が「ともに…つんのう
で」いたのです。
　教
きょうこう

皇フランシスコも、今
ことし

年の病
びょうしゃ

者の日
ひ

に当
あ

たり、善
よ

いサマリア人
じん

の「この人
ひと

を介
かいほう

抱して
ください」というテーマを示

しめ

し、シノドスの
精
せいしん

神を説
と

いています。
　「一

いっしょ

緒に歩
あゆ

んでいれば、体
たいちょう

調を崩
くず

したり、疲
つか

�
れや想

そうていがい

定外のことで途
とちゅう

中で動
うご

けなくなったり
する人

ひと

がいるのは当
あ

たり前
まえ

のことです。そう
いうときにこそ、わたしたちは自

じぶん

分の歩
あゆ

みを
確
かくにん

認できます。つまり、本
ほんとう

当に一
いっしょ

緒に歩
あゆ

んで
いるのか、それとも同

おな

じ道
みち

にはいても、それ
ぞれ、自

じ こ

己の利
りえき

益を優
ゆうせん

先し、わが道
みち

を行
い

って
いないかということです。皆

みな

さんによく考
かんが

え
てみてほしいのは、まさに虚

きょじゃく

弱さや病
やまい

を知
し

る
ことで、近

ちか

しさ、あわれみ、優
やさ

しさという神
かみ

の流
りゅうぎ

儀をもってともに歩
あゆ

むことを学
まな

べるの
だ」と。
　シノドスにふさわしいテーマ、この「とも
に…つんのうで！」が、長

ながさき

崎から全
ぜんこく

国に、そ
して全

ぜんせかい

世界に実
じつげん

現しますように、「十
じゅうがつ

月の長
なが

崎
さき

からやシノダリティ」と、祈
きねん

念しています。
　昨

さくねん

年も当
とう

「支
ささ

える会
かい

」に90万
まんえん

円近
ちか

い支
し え ん

援
金
きん

をいただきましたことを心
こころ

から感
かんしゃもう

謝申し上
あ

げます。障
しょうがいしゃ

害者も健
けんじょうしゃ

常者も、ともに「つん
のうで」天

てんごく

国への道
みち

を歩
あゆ

むことができます
ように、今

こと し

年も全
ぜんこく

国の信
しん と

徒をはじめ小
しょうきょうく

教区、
修
しゅうどうかい

道会、学
がっこう

校・幼
ようちえん

稚園、施
しせつ

設・団
だんたいかんけいしゃ

体関係者の

皆
みな

さまにご寄
き ふ

付をお願
ねが

いしたいと思
おも

います。
振
ふりこみようし

込用紙を同
どうふう

封させていただきますので、よ
ろしくお願

ねが

いを申
もう

し上
あ

げます。

長
ながさきたいかいかいじょう

崎大会会場　長
ながさきじゅんしんだいがく

崎純心大学

第
だい

14回
かい

カトリック障
しょうがいしゃ

害者
連
れんらくきょうぎかい

絡協議会長
ながさきぜんこくたいかい

崎全国大会
カ障
しょうれんながさきぜんこくたいかいじっこういいんかい

連長崎全国大会実行委員会

� 事
じむきょくちょう

務局長　片
かたおか

岡　英
ひでかず

和

　2023年
ねん

10月
がつ

14日
か

（土
ど

）～ 15日
にち

（日
にち

）、長
なが

崎
さき

純
じゅんしんだいがく

心大学を会
かいじょう

場として第
だい

14回
かい

カトリック
障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会長
ながさきたいかい

崎大会が開
かいさい

催されまし
た。九

きゅうしゅう

州において開
かいさい

催されるのは初
はじ

めてであ
り、また長

ながさき

崎という立
りっ ち

地を考
かんが

えるとどれぐ
らいの人

ひと

が参
さん か

加してくれるか不
ふあ ん

安でしたが、
長
ながさききょうく

崎教区の参
さんかしゃ

加者も含
ふく

め総
そうすう

数180名
めい

の方
かた

の
参
さん か

加をいただきました。
　ただ、長

ながさききょうく

崎教区の総
そうしんとすう

信徒数は約
やく

６万
まんにん

人であ
り、そのうえで参

さんかしゃすう

加者数が50名
めい

であったこ
とにはやはり物

ものた

足りなさを感
かん

じました。長
ながさき

崎
における障

しょうがいしゃ

害者への興
きょうみ

味の薄
うす

さ、また実
じっこう

行
委
いいんかい

員会としての周
しゅうち

知の弱
よわ

さを感
かん

じた部
ぶ ぶ ん

分で
もあります。しかしボランティアとしては、
延
の

べ人
にんずうやく

数約450人
にん

の参
さ ん か

加をいただき、大
たいかい

会
を無

ぶ じ す す

事進めていくうえで大
たいへん

変な力
ちから

となりま
した。ボランティアに参

さん か

加してくださった
層
そう

も幅
はばひろ

広く、高
こうこうせい

校生から上
うえ

は80代
だい

の方
かた

まで
様
さまざま

々な形
かたち

でかかわってくださいましたことに
大
たいへんかんしゃ

変感謝いたします。一
いっぱんさんかしゃ

般参加者、またボラ
ンティアとして参

さんか

加してくださった方
かたがた

々がこ
の大

たいかい

会から感
かん

じ取
と

ったものが今
こんご

後の長
ながさききょうく

崎教区
における障

しょうがいしゃ

害者への意
いしき

識の変
へんか

化につながって
いくことを切

せつぼう

望いたします。
　大
たいかい

会の内
ないよう

容としては、まず初
しょにち

日午
ごぜんちゅう

前中のカ
障
しょうれんそうかい

連総会から始
はじ

まり、大
たいかい

会開
かいかいしき

会式、基
きちょうこうえん

調講演
から分

ぶんかかい

科会、懇
こんしんかい

親会へと続
つづ

き、２日
か

目
め

には
全
ぜんたい

体会
かい

、感
かんしゃ

謝ミサ、閉
へいかいしき

会式とプログラムされ

2



必
ひっす

須となると思
おも

わされた全
ぜん

体
たいかい

会でした。
　感
かんしゃ

謝ミサは長
ながさききょうくちょう

崎教区長：中
なかむら

村倫
みちあき

明大
だいしきょう

司教に
よる主

しゅししき

司式で行
おこな

われ、カ障
しょうれん

連担
たんとうしきょう

当司教である
前
まえだ

田枢
すうききょう

機卿、また他
ほかきょうく

教区から参
さんか

加された司
しさい

祭
も参

さん

列
れつ

しました。朗
ろうどく

読、共
きょうどうきがん

同祈願など様
さまざま

々な
教
きょうく

区からの参
さんかしゃ

加者によって朗
ろうどく

読され、会
かいじょう

場に
いるすべての人

ひと

によって捧
ささ

げられた本
ほんとう

当に良
い

いミサになったと思
おも

います。
　２日

かかん

間を通
とお

して、様
さまざま

々なミスはありました。
そのことにおいてご迷

めいわく

惑をおかけした方
かたがた

々に
は本
ほんとう

当に申
もう

し訳
わけ

なく思
おも

いますが、全
ぜんたいてき

体的にみ
れば良

い

い大
たいかい

会ではなかったかと自
じ が じ さ ん

画自賛した
い気

き も

持ちです。ただ、大
たいかい

会を準
じゅんび

備していく中
なか

でやはり教
きょうく

区における障
しょうがいしゃ

害者への関
かんしん

心の薄
うす

さ
に危

き き

機感
かん

を覚
おぼ

えました。この大
たいかい

会をきっかけ
にということは大

たいかい

会準
じゅんびちゅう

備中から話
はな

してきまし
たが、ここからが本

ほんとう

当の「障
しょうがいしゃ

害者とともに歩
あゆ

む」ことの始
はじ

まりです。障
しょうがいしゃ

害者を特
とくべつし

別視する
のではなく、隣

となり

にいることがごく普
ふつう

通のこと
となり、そのための準

じゅんび

備など常
つね

日
ひご ろ

頃から意
いしき

識
することが今

こんご

後大
たいせつ

切になっていくのではない
かと思

おも

います。

分
ぶんかかいじょうきょう

科会状況

総
そうかい

会

ていました。オーソドックスなプログラムで
すが、熊

くまもと

本学
がくえん

園大
だいがく

学元
もときょうじゅ

教授の東
ひがし

俊
としひろ

裕先
せんせい

生によ
る『インクルーシブ防

ぼうさい

災』に関
かん

する基
きちょうこうえん

調講演
では、現

げんだいしゃかい

代社会において災
さいがいじ

害時における
障
しょうがいしゃ

害者への対
たいおう

応に触
ふ

れ、参
さんかしゃ

加者の方
かた

からは
とても良

よ

かったという声
こえ

もいただきました。
障
しょうがいしゃ

害者という概
がいねん

念が医
いりょう

療モデルから社
しゃかい

会モデ
ルへと変

へんか

化していく中
なか

で、社
しゃかい

会として、また
障
しょうがいしゃ

害者自
じし ん

身がどういった変
へん

化
か

を必
ひつよう

要とされる
か、そこに考

かんが

えをめぐらすきっかけとなるも
のだったと思

おも

います。
　全
ぜんたいかい

体会では、前
ぜんじつ

日の分
ぶんかかい

科会で分
わ

かち合
あ

った
ことをメインにおき、それぞれ感

かん

じたことを
質
しつぎけいしき

疑形式で参
さんかしゃ

加者の方
かた

から発
はっぴょう

表していくとい
う形
かたち

がとられました。こちらもよかったとい
う声
こえ

が多
おお

く、ほかの分
ぶんかかい

科会ではどのような話
はなし

がされていたのか、また障
しょうがいしゃ

害者自
じし ん

身が思
おも

って
いることを率

そっちょく

直に述
の

べることによって、障
しょうがい

害
の種

しゅるい

類によってはまた違
ちが

う考
かんが

えを持
も

ってい
ることを直

ちょくせつ

接感
かん

じることが出
で き

来たようです。
不
ふ し ぎ

思議なもので何
なんにん

人かが意
いけ ん

見を出
だ

していく
と、やはり自

じしん

身の中
なか

に秘
ひ

めた思
おも

いがあるのか
発
はつげん

言する人
ひと

が多
たす う

数で、時
じかん

間が押
お

すほどの発
はつげん

言
をいただくことが出

で き

来ました。裏
うら

を返
かえ

せば、
そういう意

いけん

見を言
い

う機
きか い

会がやはり少
すく

ないので
はないかということを感

かん

じました。確
たし

かにこ
の全
ぜんこくたいかい

国大会は障
しょうがいしゃ

害者の声
こえ

を拾
ひろ

い上
あ

げることを
目
もくてき

的として開
かいさい

催されていますが、やはり普
ふだん

段
から声

こえ

をあげられるような環
かんきょうづく

境作りが今
こん ご

後

3



　何
なに

はともあれ長
ながさき

崎における全
ぜんこくたいかい

国大会は無
ぶ じ

事
終
しゅうりょう

了しました。今
こんたいかい

大会開
かいさい

催にあたってご協
きょうりょく

力
いただいた皆

みなさま

様に感
かんしゃ

謝の意
い

を申
もう

し上
あ

げます。
今
こんご

後変
へん か

化していくであろう長
ながさききょうく

崎教区を温
あたた

かい
目
め

で見
みま も

守っていただけると幸
さいわ

いです。
� 感

かんしゃ

謝のうちに

東
ひがし

 俊
としひろ

裕氏
し

による基
きちょうこうえん

調講演

感
かんしゃ

謝ミサ

長
ながさきたいかいきちょうこうえん

崎大会基調講演を聞
き

いて
� 事

じむきょくちょう

務局長　小
こいけ

池　政
まさお

男

　今
こんかい

回の大
たいかい

会の基
きちょうこうえん

調講演は東
ひがし

 俊
としひろし

裕氏による
「インクルーシブ防

ぼうさい

災～誰
だれ

ひとり取
と

り残
のこ

さな
い社

しゃかい

会～」でした。東
ひがしし

氏は1953年
ねん

に熊
くまもと

本
に生

う

まれ、生
せ い ご

後１歳
さいはん

半で小
し ょ う に ま ひ

児麻痺を患
わずら

いま
したが中

ちゅうおうだいがく

央大学法
ほうがくぶ

学部を卒
そつぎょう

業して、2003年
ねん

～ 2006年
ねん

まで国
こくれん

連の障
しょうがいしゃ

害者権
け ん り

利条
じょうやく

約特
とくべつ

別
委
いいんかい

員会の政
せいふ

府代
だいひょう

表顧
こも ん

問を務
つと

めました。
　2009年

ねん

からは障
しょうがいしゃ

害者権
けんりじょうやく

利条約批
ひじゅん

准に向
む

け
た障
しょうがいしゃ

害者の制
せいどかいかく

度改革に関
かか

わり、条
じょうやくひじゅん

約批准を機
き

に2014年
ねん

内
ないかく

閣障
しょうがいしゃ

害者制
せい ど

度改
かいかく

革担
たんとう

当室
しつちょう

長を辞
や

め、その後
ご

は弁
べ ん ご し

護士及
およ

び熊
くまもとがくえん

本学園大
だいがく

学教
きょうじゅ

授に
復
ふ っ き

帰しました。熊
くまもとじしん

本地震の際
さい

には「被
ひ さ い ち

災地
障
しょうがいしゃ

害者センターくまもと」の事
じむきょくちょう

務局長に就
しゅう

任
にん

されしました。その後
ご

、大
だいがく

学の定
ていねん

年退
たいしょく

職
を機

き

に弁
べ ん ご し

護士も休
きゅうし

止しています。今
こんかい

回も車
くるま

いすで講
こうえん

演してくださいました。さらに嬉
うれ

しいことに私
わたし

が参
さ ん か

加した分
ぶんかかい

科会「みんなが
同
おな

じ生
せいかつ

活を営
いとな

むにはどうすればよいだろう」
（合

ごうりてきはいりょ

理的配慮　障
しょうがいしゃ

害者差
さべ つ

別解
かいしょうほう

消法）に参
さん か

加し
て下
くだ

さり、アドバイスをしてくださいました。

　講
こうえんないよう

演内容は先
ま

ず2011年
ねん

の東
ひがしにほん

日本大
だいしんさい

震災で
一
いっぱん

般の死
しぼうりつ

亡率が１％に対
たい

して障
しょうがいしゃ

害者の死
しぼうりつ

亡率
は２倍

ばい

であったと話
はな

し始
はじ

めました。
　災
さいがい

害は誰
だれ

にでも平
びょうどう

等に襲
おそ

い掛
か

かってきます
が、その被

ひがい

害は弱
よわ

い人
ひとびと

々に重
おも

くのし掛
か

かって
くるのでその災

さいがいかくさ

害格差を生
う

まないためにどう
すべきと話

はな

し始
はじ

めました。

　防
ぼうさいたいさく

災対策の３本
ぼんばしら

柱である予
よぼうたいさく

防対策、応
おうきゅうたい

急対
策
さく

、復
ふっきゅうたいさく

旧対策が、その全
すべ

ての調
ちょうせい

整は内
ないかくふ

閣府が
行
おこな

っている。
１�　予

よぼうたいさく

防対策のハード対
たいさく

策として河
か せ ん

川、
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海
かいがんかんり

岸管理、砂
さぼうたいさく

防対策、耐
たいしんかとう

震化等は国
こっこうしょう

交省
が担

たんとう

当し、ソフト対
たいさく

策の防
ぼうさいちしき

災知識の普
ふきゅう

及、
啓
けいはつ

発、防
ぼうさいけいかく

災計画の作
さくせい

成、避
ひなん

難マニュアル等
とう

の整
せい び

備は主
おも

に消
しょうぼうちょう

防庁が担
たんとう

当している。
２�　応

おうきゅうたいさく

急対策は、救
きゅうしゅつ

出・救
きゅうじょ

助は警
けいさつちょう

察庁、防
ぼうえい

衛
省
しょう

、消
しょうぼうちょう

防庁、海
かいじょうほあんちょうとう

上保安庁等が担
たんとう

当している。
　�  また、避

ひなん し ゃ し え ん

難者支援は、厚
こうせいしょう

生省、農
のうすいしょう

水省、
経
けいざい

済省
しょう

、文
もんかしょう

科省。緊
きんきゅうゆそう

急輸送は国
こっこうしょう

交省、
警
けいさつちょう

察庁、海
かいじょうほあんちょう

上保安庁、防
ぼうえいしょう

衛省が担
たんとう

当。
３�　復

ふっきゅう

旧・復
ふっこう

興としての災
さいがいはいきぶつ

害廃棄物、復
ふっきゅう

旧事
じ

�
業
ぎょう

、財
ざいせいえんじょ

政援助、災
さいがいちょういきん

害弔慰金、仮
かせつじゅうたく

設住宅、住
じゅう

�
居
きょいてん

移転、雇
こようたいさく

用対策、ボランティア受
うけい

入れ調
ちょう

�
整
せいとう

等は環
かんきょうしょう

境省、国
こっこうしょう

交省、厚
こうろうしょう

労省、農
のう

水
すいしょう

省、�
復
ふっこうちょう

興庁が担
たんとう

当している。さらに気
き

象
しょうちょう

庁、国
こく

土
ど

地
ち

理
り

院
いん

は各
かくしょうちょう

省庁が行
おこな

う活
かつどう

動を情
じょう

報
ほうていきょうとう

提供等
により支

しえん

援している体
たいせい

制が決
き

まっている。

災
さいがい

害における障
しょうがいしゃなど

害者等の重
じゅうようかだい

要課題として
１　事

じぜん

前の避
ひなんゆうどう

難誘導
　①要

ようはいりょしゃりようしせつにゅうしょしゃ

配慮者利用施設入所者に対
たい

する取
とりくみ

組
　�　平

へいせい

成28年
ねん

岩
い わ て

手の高
こうれいしゃしせつ

齢者施設で９名
めい

が
死
しぼ う

亡して翌
よくとし

年に水
すいぼうほう

防法、土
どしゃさいがい

砂災害防
ぼうしほう

止法が
改
かいせい

正されました。
　�　高

こうれいしゃ

齢者、障
しょうがいしゃなどとく

害者等特に防
ぼうさいじょう

災上配
はいりょ

慮を要
よう

す
る利

りよう し せ つ

用施設が浸
しんすい

水や土
どしゃほうかい

砂崩壊想
そうていちいきない

定地域内に
建
た

てられている場
ばあい

合は、各
かくしちょうそん

市町村が事
じぜん

前に
指
してい

定しておき、それを管
かんりしゃ

理者の義
ぎ む

務として
避
ひなん か く ほ

難確保計
けいかく

画の作
さくせい

成と避
ひなんくんれん

難訓練の実
じっし

施が義
ぎ

務
む

づけられている。しかしそれでも令
れいわ

和２
年
ねん

に豪
ごうう

雨で球
く ま む ら

磨村で死
しぼうしゃ

亡者が出
で

てしまった。
　②在

ざいたく

宅の避
ひなんこうどうようしえんしゃ

難行動要支援者に対
たい

する取
とりくみ

組
　�　平

へいせい

成25年
ねん

に災
さいがいたいさくきほんほう

害対策基本法が改
かいせい

正され、
避
ひなんこうどう

難行動要
ようしえんしゃ

支援者名
めいぼ

簿の作
さくせい

成が義
ぎ む か

務化。
　�　平

へいせい

成30年
ねん

の西
にしにほん

日本豪
ごう う

雨で倉
くらしきし

敷市で51名
めい

の死
しぼうしゃ

亡者が出
で

てしまった。
　�　室

しつない

内での死
しぼうしゃ

亡者43名
めい

のうち、１名
めい

が２
階
かい

、42名
めい

が１階
かい

で亡
な

くなっていました。

その半
はんぶん

分は平
ひらや

屋、後
あと

の半
はんぶん

分は２階
かいだ

建てでし
たが２階

かい

に上
あ

がることが出
で き

来なかったと思
おも

われます。屋
おくがい

外での死
しぼうしゃ

亡者は８名
めい

でした。
　�　亡

な

くなった多
おお

くの方
かた

は、避
ひなんこうどう

難行動要
ようしえん

支援
者
しゃ

名
め い ぼ

簿に掲
けいさい

載していたにも関
かか

わらず個
こ べ つ

別
避
ひな ん

難計
けいかく

画は作
さくせい

成されていなかったことを受
う

けて、令
れいわ

和３年
ねん

同
どうほう

法が改
かいせい

正され、 市
しちょうそん

町村に
対
たい

し、個
こべつ

別避
ひなんけいかく

難計画の作
さくせい

成を努
ど り ょ く ぎ む か

力義務化し
ました。
　�　その結

けっか

果、現
げんじてん

時点での避
ひなんこうどう

難行動要
ようしえんしゃ

支援者
名
め い ぼ

簿の策
さくてい

定は全
ぜんこく

国の自
じ ち た い

治体が完
かんせい

成してい
る。しかし、個

こ べ つ ひ な ん

別避難計
けいかく

画の策
さくてい

定が全
すべ

て
完
かんせい

成している自
じ ち た い

治体は7.9％しかない。一
いち

部
ぶ

策
さくてい

定が59.2％、未
みさくてい

策定が33.0％の状
じょうきょう

況
である。非

ひじょう

常に少
すく

ない。
　�　個

こべつひなんけいかく

別避難計画が出
で き

来ている場
ばあい

合は個
こべつ

別に
福
ふくしひ な ん じ ょ

祉避難所に避
ひ な ん

難できるが、出
で き

来ていな
いと先

ま

ずは一
いっぱん

般の避
ひなんじょ

難所に避
ひ な ん

難しなけれ
ばならない。そして行

ぎょうせい

政の選
せんたく

択を受
う

けて
福
ふくしひなんじょ

祉避難所に入
はい

れることになる。

　ここまでは制
せい ど

度について説
せつめい

明されました
が、ここからは2016年

ねん

に発
はっせい

生した熊
くまもとじしん

本地震
に対
たい

して障
しょうがいしゃなど

害者等の支
しえんたいせい

援体制がどれだけ出
で き

来
ているのかを検

けんしょう

証報
ほうこく

告をしてくれました。
　熊

くまもとじしん

本地震は最
さいだい

大マグニチュード7.3、最
さいだい

大
震
し ん ど

度７が発
はっせい

生しました。その時
とき

に障
しょうがいしゃ

害者に
とって先

ま

ず避
ひなんじょ

難所に行
い

くことが大
たいへん

変でした。
実
じっしつてき

質的には避
ひなんじょ

難所に障
しょうがいしゃ

害者の姿
すがた

はありません
でした。
　例
たと

え避
ひなんじょ

難所に着
つ

いたとしても、物
ぶつりてき

理的障
しょうへき

壁
の段

だん さ

差、障
しょうがいしゃ

害者トイレの有
う む

無。制
せいどてき

度的障
しょうへき

壁の
障
しょうがいしゃ

害者を想
そうてい

定していない避
ひなんじょ

難所の運
うんえいきそく

営規則。
心
しんりてき

理的障
しょうへき

壁の障
しょうがい

害に対
たい

する無
む ち

知・無
む り か い

理解によ
る排

はいじょ

除。またコミュニケーション不
ぶそく

足で情
じょうほう

報
が届

とど

かないという状
じょうきょう

況でした。
　そして福

ふくしひな ん じ ょ

祉避難所についても、熊
くまもとし

本市は
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約
やく

170か所
しょ

（主
おも

に高
こうれいしゃ

齢者、障
しょうがいしゃ

害者施
し せ つ

設）が
福
ふ く し

祉避
ひなんじょ

難所に指
し て い

定されていたが、行
ぎょうせい

政が
福
ふく し

祉避
ひなんじょ

難所に移
いそ う

送するかを判
はんだん

断するために、
施
しせつめい

設名などは非
ひこうひょう

公表になっている。また計
けいかく

画
では7,430名

めい

の受
う

け入
い

れが可
かの う

能となっていた
が、実

じっしつてき

質的には元
もともと

々の入
にゅうきょしゃ

居者で手
ていっぱい

一杯であっ
た。なお避

ひなんこうどう

難行動要
ようしえんしゃすう

支援者数は約
やく

35,000人
にん

いた。計
けいかく

画そのものが絵
え

にかいた餅
もちじょうたい

状態であ
った。
　一
いっぱんおよ

般及び福
ふくしひなんじょ

祉避難所では姿
すがた

が見
み

えなかった
障
しょうがいしゃ

害者はどこにいたのか。
　崩

くず

れかけた自
じた く

宅やアパートに取
と

り残
のこ

され
ていた。車

くるま

の中
なか

での生
せいかつ

活、危
き け ん

険で誰
だれ

もいな
い公

こうみんかん

民館、病
びょういん

院や施
しせ つ

設に駆
か

け込
こ

んだ障
しょうがいしゃ

害者、
親
しんせき

戚を転
てんてん

々とする障
しょうがいしゃ

害者でした。
　当

とうぜんこうてきしえん

然公的支援だけでなく、社
しゃきょう

協や民
みんかん

間ボラ
ンティアの支

しえん

援からも零
こぼ

れ落
お

ちている。

支
しえんたいせい

援体制の構
こうちく

築として障
しょうがいしゃなど

害者等に特
とっ か

化した
災
さいがい

害支
しえんたいせい

援体制構
こうちく

築の必
ひつようせい

要性
　「被

ひさいちしょうがい

災地障害センターくまもと」を立
た

ち上
あ

げて支
しえんたいせい

援体制を構
こうちくいた

築致しました。
　その支

しえんないよう

援内容を１枚
まい

のSOSチラシ（会
かい

の
目
もくてき

的、連
れんらくさき

絡先、水
みず

の提
ていきょう

供、夜
や か ん

間の介
かいじょ

助、入
にゅう

浴
よくしえん

支援、洗
せんたくしえん

濯支援、壊
こわ

れた物
もの

の撤
てっきょ

去、運
うんぱん

搬、
修
しゅうぜんとう

繕等の支
しえんないようなど

援内容等記
きさ い

載）にして関
かんけいしゃ

係者に
配
はいふいた

布致しましたがなかなか障
しょうがいとうじしゃ

害当事者には届
とど

きませんでした。
　そこで市

し

と連
れんけい

携して、このチラシを市
し

から
広
ひろ

く配
はい ふ

布してもらった結
けっか

果、多
おお

くの障
しょうがいしゃ

害者の
方
かた

たちに届
とど

き、感
かんしゃ

謝の声
こえ

と合
あ

わせて何
な ぜ

故もっ
と早
はや

くこのチラシを配
くば

ってくれなかったのか
と意

いけん

見が届
とど

きました。早
そうき

期の支
しえんたいせい

援体制の構
こうちく

築
が如

い か

何に必
ひつよう

要かを実
じっかん

感したとのことでした。

災
さいがい

害ニーズへの対
たいおう

応
　災

さいがいじ

害時に福
ふく し

祉サービスを必
ひつよう

要としている

障
しょうがいしゃ

害者に迅
じんそく

速で柔
じゅうなん

軟に提
ていきょう

供することは、極
きわ

め
て重
じゅうよう

要である。
　しかし、障

しょうがいしゃ

害者の住
じゅうかんきょう

環境や生
せいかつかんきょう

活環境の
破
はかい

壊・喪
そうしつ

失に対
たい

しては、既
きそん

存の福
ふくし

祉サービス
では、対

たいおう

応できない。
　しかも、住

じゅうかんきょう

環境や生
せいかつかんきょう

活環境の破
はかい

壊は福
ふくし

祉サ
ービスを受

う

けていない軽
けいど

度の障
しょうがいしゃ

害者でも自
じりき

力
で何
なん

とかできるレベルではない。
　そうした、福

ふ く し

祉サービスでは賄
まかな

えない
被
ひさいしょうがいしゃ

災障害者のニーズを拾
ひろ

い上
あ

げ、福
ふくし

祉の経
けいけん

験
と知

ち し き

識を有
ゆう

するボランティア派
は け ん

遣などの
災
さいがいしえん

害支援の仕
し く

組みと体
たいせい

制の構
こうちく

築が必
ひつよう

要。

障
しょうがいしゃけんりいいん

害者権利委員の総
そうかつしょけん

括所見
　委

いいんかい

員会は、締
ていやくこく

約国に以
い か

下に勧
かんこく

告する。
１�　防

ぼうさい

災・減
げんさい

災、危
き け ん

険な状
じょうきょうおよ

況及び人
じんどうじょう

道上の
緊
きんきゅうじたい

急事態に関
かん

して、障
しょうがいしゃ

害者のプライバシー
及
およ

び合
ごうりてきはいりょ

理的配慮を含
ふく

む非
ひ さ べ つ

差別の権
けんり

利を強
きょうか

化
するために災

さいがいたいさく

害対策基
きほんほう

本法を改
かいてい

定すること。
２�　危

きけ ん

険な状
じょうきょうおよ

況及び人
じんどうじょう

道上の緊
きんきゅうじたい

急事態におい
て、提

ていきょう

供される避
ひなんじょ

難所や仮
かせつじゅうたくとう

設住宅等のサー
ビスが、年

ねんれい

齢やジェンダーを考
こうりょ

慮した上
うえ

で、
障
しょうがいしゃ

害者を含
ふく

め利
りよ う

用しやすく、障
しょうがい

害を包
ほうよう

容す
るものであることを確

かくほ

保すること。
３�　障

しょうがいしゃ

害者とその家
かぞく

族を含
ふく

むコミュニティ全
ぜん

体
たい

が防
ぼうさい

災・減
げんさいけいかく

災計画に参
さんか

加し、安
あんぜん

全でアク
セスしやすい集

しゅうごうばしょ

合場所、緊
きんきゅうじ

急時の避
ひなんじょおよ

難所及
び避

ひなん け い ろ

難経路が明
めいかく

確にされた地
ちいき

域の拠
きょてん

点に根
ね

ざす個
こじん

人ごとの緊
きんきゅうけいかく

急計画や支
しえん

援システムを
開
かいはつ

発することにより、強
きょうじん

靭なコミュニティ
を構
こうちく

築すること。
４�　危

きけ ん

険な状
じょうきょうおよ

況及び人
じんどうじょう

道上の緊
きんきゅうじたい

急事態におい
て、全

すべ

ての障
しょうがいしゃおよ

害者及びその家
かぞく

族が、利
りよう

用し
やすい様

ようしきおよ

式及び適
てきせつ

切な機
き き

器において、必
ひつよう

要
な情
じょうほう

報を得
え

られるよう確
かくほ

保すること。
５�　仙

せんだいぼうさいわくぐみ

台防災枠組2015-2030に従
したが

い、あら
ゆるレベルの防

ぼうさいけいかく

災計画・戦
せんりゃくおよ

略及び気
きこうへんどう

候変動
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に関
かん

する政
せいさく

策が、障
しょうがいしゃ

害者と共
とも

に策
さくてい

定され、
あらゆるリスク状

じょうきょう

況において障
しょうがいしゃとくゆう

害者特有の
ニーズに明

めいじてき

示的に対
たいおう

応することを確
かくほ

保する
こと。
６�　新

しんがた

型コロナウイルス感
かんせんしょう

染症の負
ふ

の影
えいきょう

響に
対
たいおう

応するためのワクチン、保
ほけ ん

健サービス、
そのほかの経

けいざい

済・社
しゃかいけいかく

会計画の均
きんとう

等な機
きかい

会の
確
かくほ

保を含
ふく

め、新
しんがた

型コロナウイルス感
かんせんしょう

染症へ
の対
たいおう

応やその復
ふっきゅうけいかく

旧計画において、障
しょうがいしゃ

害者の
権
けんり

利を主
しゅりゅうか

流化すること。また、緊
きんきゅうじ

急時に障
しょう

害
がいしゃ

者の脱
だつ し せ つ か

施設化の措
そ

置
ち

をとり、地
ちいきしゃかい

域社会で
生
せいかつ

活するための適
てきせつ

切な支
しえんていきょう

援提供をするこ
と。

　以
いじょう

上東
ひがしせんせい

先生の講
こうえん

演をお聞
き

きして、先
ま

ず行
ぎょうせい

政
としての取

と

り組
く

み体
たいせい

制は内
ないかくふ

閣府を中
ちゅうしん

心に
関
かんけいしょうちょう

係省庁が協
きょうりょく

力して種
しゅじゅ

々の災
さいがいたいさく

害対策が取
と

られ
てきましたが、その中

なか

に障
しょうがいしゃ

害者、高
こうれいしゃとう

齢者等の
人
ひと

たちの対
たいおう

応が如
い か

何に低
ひく

く扱
あつか

われてきたかを
感
かん

じました。
　法

ほうりつ

律が段
だんだん

々と障
しょうがいしゃなど

害者等に対
たいおう

応したものが
出
で き

来たとして、絵
え

に描
か

いた餅
もち

のように実
じっしつてき

質的
には障

しょうがいしゃ

害者への支
しえんたいさく

援対策が出
で き

来ない風
ふう ど

土に
現
げんざい

在はなっているように感
かん

じました。
　最

さいご

後にお話
はなし

がありました障
しょうがいしゃ

害者権
けんりいいんかい

利委員会
の総

そうかつしょけん

括所見のように、これからも私
わたし

たちは声
こえ

を上
あ

げていく必
ひつよう

要があると思
おも

います。

　そして大
たいせつ

切なことは行
ぎょうせい

政だけの支
しえん

援を待
ま

っ
ているのではなく、「自

じぶん

分の命
いのち

は自
じぶ ん

分で守
まも

る」
ことを日

ひごろ

頃から考
かんが

えておく必
ひつよう

要があると思
おも

い
ます。
　例

たと

えば事
じぜん

前に避
ひなんこうどう

難行動支
しえんしゃ

援者名
めい ぼ

簿に登
とうろく

録し
ていても本

ほんとう

当に避
ひなん し え ん

難支援に来
き

てくれるかどう
か分

わ

かりません。その支
しえんしゃ

援者も同
おな

じく被
ひ さ い

災
をしているわけですから、その家

かぞ く

族の救
きゅうじょ

助、
支
しえ ん

援もありますし、交
こうつうしゅだん

通手段も分
ぶんだん

断されてい

るとすれば支
しえん

援したくても出
で き

来ないのが実
じつじょう

情
ではないでしょう。
　そこで自

じぶん じ し ん

分自身として事
じぜん

前にやっておくこ
とは、自

じぶ ん

分の住
す

んでいる住
じゅうたく

宅や職
しょ く ば ち く

場地区は、
危
きけん

険なのか安
あんぜん

全なのか、どんな被
ひさい

災が発
はっせい

生す
る危

き

険
けんせい

性があるのかを先
ま

ず把
はあ く

握しておくこと
が大

だいじ

事だと思
おも

います。
　河

か せ ん

川の氾
はんらん

濫があった時
とき

に何
なん

m浸
しんすい

水するの
か、２階

かい

に避
ひな ん

難すれば大
だいじょうぶ

丈夫なのか、だめな
らどこに避

ひなん

難すれば良
よ

いのかを決
き

めておいて
避
ひなん

難訓
くんれん

練をしておくことにより、より安
あんぜん

全に
避
ひなん

難することが出
で き

来ると思
おも

います。
　その他

ほかどしゃほうかいちく

土砂崩壊地区なのか。津
つなみ

波が来
く

るの
か。地

じしん

震はどの位
くらい

のものが来
く

るのか等
とうはあく

把握し
ておく必

ひつよう

要があると思
おも

います。市
しちょうそん

町村に行
い

け
ばハザードマップ等

とう

がありますので事
じぜ ん

前に
確
かくにん

認しておいてください。
　また我

わ

が家
や

は壊
こわ

れないと思
おも

っていると、
何
なん

の対
たいさく

策もしないことになりますが、我
わ

が
家
や

は壊
こわ

れるのだと考
かんが

えて対
たいさく

策を取
と

っておく
必
ひつよう

要があると思
おも

います。そのためには先
ま

ずは
住
す

まい用
よう

のテントまたは物
も の お き ご や

置小屋、各
かくしゅ

種の
防
ぼうさいようひん

災用品、食
しょくりょう

料（５日
か

～７日
か

分）等
とう

、いつ
地
じしんとう

震等が発
はっせい

生しても良
い

いように整
せいび

備しておく
ことが自

じぶん

分の命
いのち

を守
まも

ることになるのではない
でしょうか。
　全

ぜんこくてき

国的に個
こべつ ひ な ん け い か く

別避難計画が完
かんせい

成している
自
じ ち た い

治体は少
すく

ないようですが、自
じぶん

分が住
す

んでい
る自

じ ち た い

治体では出
で き

来ているのか確
かくにん

認しておく
必
ひつよう

要があると思
おも

います。
　さらに被

ひさい

災した場
ばあい

合は、直
ちょくせつ

接福
ふくしひなんじょ

祉避難所へ
避
ひ な ん で き

難出来るよう交
こうしょう

渉しておく必
ひつよう

要があると思
おも

います。
　そして「被

ひさいちしょうがいしゃ

災地障害者センターくまもと」
のように、自

じぶん

分たちの市
しちょうそん

町村でも障
しょうがいしゃ

害者のた
めの支

しえんたいせい

援体制が出
で き

来るよう日
ひ

頃
ごろ

から検
けんとう

討して
いく必

ひつよう

要があるのではないかと感
かん

じました。
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長
ながさきぜんこくたいかい

崎全国大会の全
ぜんたいかい

体会
� 長

ながさききょうく

崎教区　司
し

祭
さい

　紙
かみさき

崎　新
しんいち

一

　全
ぜんたいかい

体会は、事
じぜんじゅんび

前準備として参
さんかしゃ

加者に二
にもん

問の
宿
しゅくだい

題をお願
ねが

いしていましたので、それに基
もと

づ
き挙

きょしゅ

手も多
おお

くスムーズに進
すす

んで行
い

くことがで
きました。
　その第

だいいちもん

一問は、今
こんかい

回の大
たいかい

会、特
とく

に自
じぶ ん

分が参
さん

加
か

した分
ぶんかかい

科会を通
とお

して得
え

たこと、学
まな

んだこと、
新
あたら

しい発
はっけん

見などについてです。分
ぶんかかい

科会は12
あったので、発

はつげんしゃ

言者の内
ないよう

容はそれぞれ違
ちが

って
いましたが、分

わ

かち合
あ

った内
ないよう

容には共
きょうつう

通した
二
ふた

つのテーマがあったように思
おも

います。
　その一

ひと

つは、今
こんかい

回の大
たいかい

会テーマの中
なか

でもあ
った「ともにつんのうで（ともに集

つど

う）」です。
分
ぶんかかい

科会は各
おのおのわ

々分かち合
あ

いは活
かっぱつ

発で、「この分
ぶん

科
か か い

会に参
さん か

加してよかった」「皆
みな

さんの話
はなし

が聞
き

けてよかった」など、障
しょうがいしゃ

害者のことで一
いっしょ

緒に
分
わ

かち合
あ

えたことへの喜
よろこ

びや感
かんしゃ

謝が述
の

べられ
ました。これは、裏

うら

を返
かえ

せば障
しょうがいしゃ

害者が抱
かか

える
問
もんだい

題を日
ひごろ

頃分
わ

かち合
あ

える場
ば

や友
とも

がいないと言
い

うことなのでしょう。例
たと

えば、見
み

えない・聞
き

こえない人
ひと

に対
たい

する対
たいおう

応がわからないからか
遠
とお

ざかる人
ひと

たち、精
せいしん

神や知
ちてきしょうがいしゃ

的障害者に対
たい

して
はその度

たび

ごとにさらに増
ふ

えているようです。
　もう一

ひと

つのテーマは、「差
さ べ つ

別」です。「差
さ

別
べつ

」は第
だい

３分
ぶんかかい

科会のハンセン病
びょうしゃ

者のことで詳
くわ

しく話
はな

されていますが、上
うえ

の例
れい

からもわかる
ように、障

しょうがいしゃ

害者への差
さべ つ

別や偏
へんけん

見は常
じょうたいか

態化し
社
しゃかいこうぞうてき

会構造的差
さべ つ

別となっています。そのため、
「差

さべ つ

別」は無
む い し き

意識のうちに行
おこな

っているので、
「差

さべつ

別」をしているという自
じかく

覚がありません。
精
せいしん

神や知
ちてきしょうがいしゃ

的障害者の人
ひと

たちからは、病
びょうき

気で苦
くる

しむだけでなく、社
しゃかい

会から差
さべつ

別を受
う

け、がん
ばりや努

どりょく

力がたりないとかあまいなどと身
みうち

内
からも差

さべつ

別を受
う

けるという三
さんじゅう

重の苦
くる

しみを味
あじ

わっている悲
ひつう

痛な現
げんじょう

状が語
かた

られていました。
　社

しゃかいこうぞうてきさべつ

会構造的差別は教
きょうかい

会の中
なか

でも同
おな

じで、
障
しょうがいしゃ

害者にとって教
きょうかい

会も安
やす

らぎや癒
いや

しの場
ば

とな
っていない現

げんじょう

状が見
み

えてきます。精
せいしんしょうがい

神障害を
はじめ障

しょうがいしゃ

害者のことを少
すこ

しでも知
し

ろうとして
欲
ほ

しいとの障
しょうがいしゃ

害者から信
しんと

徒の皆
みな

さんへのお願
ねが

いは切
せつじつ

実なものでした。教
きょうかい

会の中
なか

でこそ差
さべつ

別
や偏
へんけん

見に向
む

き合
あ

い、もっと積
せっきょくてき

極的に障
しょうがいしゃ

害者に
寄
よ

り添
そ

うことが必
ひつよう

要です。
　たぶん、この問

もんだい

題は毎
まいかい

回のように上
あ

がって
いるのではないでしょうか。教

きょうかい

会の中
なか

でこそ
積
せっきょくてき

極的に取
と

り組
く

むべき問
もんだい

題であるはずなのに
進
しんてん

展がないとなると、中
ちゅうおう

央協
きょうぎかい

議会には部
ぶ ら く さ

落差
別
べつ

人
じんけん

権委
いいんかい

員会がありますのでこの中
なか

で、ある
いは障

しょうがいしゃ

害者差
さべ つ

別人
じんけん

権委
いいんかい

員会なるものを発
ほっそく

足し
て頂
いただ

き、中
ちゅうおう

央協
きょうぎかい

議会で積
せっきょくてき

極的に検
けんとう

討するとと
もに、カ障

しょうれん

連と連
れんけい

携して取
と

り組
く

むくらいの
積
せっきょくてき

極的なことを始
はじ

めなければ、３年
ねん

後
ご

も同
おな

じ
問
もんだい

題が上
あ

がってくることになるでしょう。
　全
ぜんたいかい

体会の事
じぜんじゅんび

前準備として参
さんかしゃ

加者にお願
ねが

いし
た宿
しゅくだい

題の第
だいにもん

二問は、今
こんご

後の教
きょうかい

会（教
きょうく

区）への
提
ていあん

案とカ障
しょうれん

連への提
ていあん

案についてです。早
さっそく

速の
提
ていあん

案が、高
こうれいしゃ

齢者を含
ふく

む障
しょうがいしゃ

害者の問
もんだい

題について、
これからのカトリック教

きょうかい

会の行
い

く道
みち

を示
しめ

す
提
ていあん

案を出
だ

してくれるアンケートを採
と

るという
ことでした。これは、関

かんしん

心のない人
ひと

も含
ふく

めた
任
にんい

意のアンケート方
ほうしき

式ではなく、しっかりと
した意

いけん

見を持
も

つ人
ひと

、いわゆる実
じっこういいんかい

行委員会方
ほうしき

式
のアンケートを採

と

って頂
いただ

くという提
ていあん

案です。
とても貴

きちょう

重な提
ていあん

案で全
ぜんこく

国カ障
しょうれん

連事
じむきょく

務局で早
さっそく

速
準
じゅんび

備すべきことと思
おも

います。
　その他

ほか

、全
ぜんこく

国カ障
しょうれん

連事
じむきょく

務局に精
せいしんしょうがいしゃ

神障害者を
入
い

れて欲
ほ

しいとか、障
しょうがいしゃ

害者のグループLINE
を作

つく

ろうとか、大
たいかい

会でいろんな人
ひと

と再
さいかい

会でき
た喜
よろこ

びから、今
こんかい

回の大
たいかい

会に出
で む

向いて行
い

き教
きょうかい

会
は一
ひと

つだと感
かん

じたので、少
すこ

しだけ勇
ゆうき

気を出
だ

し
てちょっとだけ心

こころ

を開
ひら

いてそのちょっとした
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勇
ゆうき

気を持
も

っていろんな人
ひと

と出
で あ

会っていこうと
いう本

ほんにん

人の決
けついひょうめい

意表明と同
どうじ

時に皆
みな

さんへの提
ていあん

案
や、障

しょうがいしゃ

害者にしてくれないと嘆
なげ

くことが多
おお

い
が、してくれないだけでなく自

じぶん

分からすると
いう積

せっきょくせい

極性を持
も

つよう心
こころ

がけていきましょう
という提

ていあん

案に多
おお

くの人
ひと

が賛
さんどう

同していました。
　今

こんかい

回の分
ぶんかかい

科会から導
みちび

かれた全
ぜんたいかい

体会を通
とお

し
て、障

しょうがいしゃ

害者の多
おお

くは日
ひ び

々の生
せいかつ

活の中
なか

では孤
こりつ

立
し孤

こどく

独な状
じょうたい

態に置
お

かれていることが鮮
せんめい

明に打
う

ち出
だ

されたように思
おも

います。教
きょうかい

会にもこのよ
うな障

しょうがいしゃどうし

害者同士あるいは障
しょうがいしゃ

害者と信
しんと

徒が分
わ

か
ち合

あ

える場
ば

、話
はな

す場
ば

をつくっていくことが必
ひつ

要
よう

です。しかし、私
わたし

たちが忘
わす

れてならないこ
とがあります。それは主

しゅ

の存
そんざい

在です。主
しゅ

こそ�
特
とく

に障
しょうがいしゃ

害者とともに歩
あゆ

んでくださいました。
私
わたし

たちの集
あつ

まりには福
ふくいん

音の響
ひび

きが絶
ぜったい

対に必
ひつよう

要
です。みことばを携

たずさ

えてともに分
わ

かち合
あ

いな
がら、少

すこ

しでもイエスの心
こころ

である福
ふくいん

音の響
ひび

き
に共
きょうめい

鳴し、お互
たが

いがその心
こころ

で倒
たお

れている人
ひと

に
とっての隣

りんじん

人となるときに、障
しょうがいしゃ

害者とともに
歩
あゆ

む教
きょうかい

会も実
じつげん

現していくのでしょう。そのよ
うな集

つど

いの場
ば

を創
つく

っていくことが、今
こんかい

回の長
なが

崎
さき

全
ぜんこく

国大
たいかい

会のテーマ「ともに…つんのうで」
インクルーシブ（誰

だれ

ひとり取
と

り残
のこ

さない社
しゃかい

会
を目

め ざ

指して）から導
みちび

き出
だ

された急
きゅうむ

務の課
かだい

題で
あり、障

しょうがいしゃ

害者とともに歩
あゆ

む教
きょうかい

会づくりの第
だいいっ

一
歩
ぽ

として、各
かくきょうく

教区、小
しょうきょうく

教区で取
と

り組
く

んで行
い

か
なければならない課

かだい

題ではないでしょうか。

第
だい

14回
かい

日
に ほ ん

本カトリック
障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会
長
ながさきぜんこくたいかい

﨑全国大会に参
さ ん か

加して
� 鶴

つるまき

巻　健
けんじ

二
　今
こんたいかい

大会に参
さんか

加する前
まえ

と後
あと

で気
き も

持ちが変
か

わっ
たような気

き

がします。
　実
じつ

は今
こんたいかい

大会に出
しゅっせき

席を決
き

めたのは数
すう

日
じつ

前
まえ

でし
た。数

すう

日
じつ

前
まえ

に担
たんとう

当の紙
かみさき

崎神
しんぷさま

父様に電
でん わ

話して、
参
さんか

加するようにしました。それまでは参
さんか

加し
なくていいかなあと考

かんが

えていたのですが、あ
る時
とき

ふと参
さんか

加しようと思
おも

いました。このふと
感
かん

じたこの思
おも

いが神
かみ

さまの導
みちび

きだったのかな
あと思

おも

います。ですので２日
か

目
め

に参
さん か

加できま
せんでした。今

いまおも

思えばミサをほかの神
しんぷさま

父様に
お願

ねが

いすればよかったなあと感
かん

じています。
数
すう

日
じつ

前
まえ

でしたので代
か

わりの神
しんぷさま

父様がいなく、
信
しんじゃ

者さんたちに連
れんらく

絡もできなかったので、２日
か

目
め

は私
わたし

がいる小
こ ぜ と

瀬戸集
しゅうかいじょ

会所でミサを捧
ささ

げ、参
さん

加
か

している皆
みな

さんのために祈
いの

らせてもらいまし
た。ですので１日

にち

目
め

だけの感
かんそう

想になります。
　本

ほんたいかい

大会の前
まえ

に総
そうかい

会がありましたが、その
総
そうかい

会の時
とき

に「障
しょうがいしゃ

害者差
さ べ つ

別解
かいしょうほう

消法」のことや
障
しょうがいしゃ

害者差
さべ つ

別と合
ごうりてき

理的配
はいりょ

慮についての説
せつめい

明をさ
れました。これを聞

き

いたときに、ほとんどの
人
ひと

と言
い

いますか、普
ふつう

通の人
ひと

たちはこのことを
知
し

らないというか避
さ

けているのではないかな
あと感

かん

じました。
　私

わたしじしん

自身は2012年
ねん

に脳
のうしゅっけつ

出血をおこして右
みぎはん

半
身
しん

不
ふず い

随になりました。ですから、それからは
歩
ある

くときは杖
つえ

と装
そ う ぐ

具がなければ歩
ある

くことが
出
で き

来ません。今
いま

でも興
こうふん

奮してしゃべるとよだ
れが出

で

ます。こういう体
からだ

になってから、こう
いう人

ひと

たちと接
せっ

する機
きかい

会が多
おお

い（手
てちょう

帳を持
も

っ
ていると平

へい

日
じつ

、リハビリができる場
ばしょ

所があり、
そこに行

い

き、いろいろな障
しょうがい

害を持
も

つ人
ひと

と出
で あ

会
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っている）ので、「障
しょうがいしゃ

害者差
さべつ

別解
かいしょうほう

消法」のこと
や障
しょうがいしゃ

害者差
さべ つ

別と合
ごうりてき

理的配
はいりょ

慮については普
ふつう

通の
人
ひと

たちよりはわかると思
おも

います。この間
あいだ

ある
神
しんぷさま

父様からこう言
い

われました。「お前
まえ

を見
み

て
いるから障

しょうがいしゃ

害者について少
すこ

しはわかるように
なったが、実

じっさい

際に会
あ

わないと普
ふつう

通の人
ひと

たちは
わからないと思

おも

う。」ですからその出
しゅっぱつてん

発点に
私
わたし

がなれればいいのかな、と思
おも

いました。
　本
ほんたいかい

大会の方
ほう

でも講
こうわ

話やグループに分
わ

かれて
の話
はなし

（私
わたし

はハンセン病
びょう

についてのところでし
た）、交

こうりゅうかい

流会、すべてが私
わたし

にとって有
ゆ う い ぎ

意義な
ものでした。他

たきょうく

教区の方
かたがた

々とも話
はなし

ができ、ま
たこれを機

き

にいろいろなつながりができた、
それもまたうれしかったです。そしてボラン
ティアの人

ひと

たちに感
かんしゃ

謝です。ですが、この
ボランティアに来

き

ていた人
ひと

たちもそれぞれ
障
しょうがいしゃ

害者について勉
べんきょう

強できたのではと思
おも

いま
す。
　本
ほんとう

当に濃
こ

い１日
にち

でした。今
いま

からも障
しょうがい

害を持
も

つ仲
なか ま

間として皆
みな

さんのために祈
いの

ります。

第
だい

14回
かい

カ障
しょうれんたいかい

連大会に参
さん か

加して
� 塩

し お ざ き み ほ こ

崎美穂子

　私
わたし

は、声
こえ

の奉
ほうしかい

仕会・マリア文
ぶんこ

庫の一
いちいん

員とし
て長
ながさき

崎全
ぜんこく

国大
たいかい

会に参
さんか

加しました。長
ながさききょうく

崎教区福
ふく

祉
し

関
かんけいだんたい

係団体への呼
よ

びかけを受
う

けて、月
つき

に一
いち ど

度
の大

たいかい

会準
じゅんびいいんかい

備委員会にはマリア文
ぶん こ

庫から２名
めい

、
2022年

ねん

からの実
じっこう

行委
いいんかい

員会には４名
めい

の会
かいいん

員が
参
さん か

加。（長
ながさきたいかい

崎大会総
そうせきにんしゃ

責任者の）紙
かみさき

﨑神
しんぷさま

父様か
らの問

もんだい

題提
てい き

起「障
しょうがい

害とは？」から始
はじ

まった長
なが

い長
なが

い準
じゅんびきかん

備期間、テーマ・日
に ち じ

時・場
ば し ょ ぎ

所決め
等
とう

、もちろん事
じむきょく

務局の片
かたおか

岡さんは調
ちょうせい

整が大
たいへん

変
だったと思

おも

いますが、私
わたし

など出
しゅっせき

席するのみで
のんびりとした気

きぶ ん

分で（実
じっこういいん

行委員会
かい ぎ

議での）
みことばの分

わ

かち合
あ

いに興
きょうみしんしん

味津々で参
さんか

加して

おりました。そのうち大
たいかい

会アピールのための
各
かくきょうかいめぐ

教会巡りが開
かいし

始、あっという間
ま

に大
たいかい

会が目
もく

前
ぜん

に迫
せま

ってきたのです。
　私
わたし

たちは、視
しかくしょうがいしゃ

覚障害者、その他
ほか

の障
しょうがい

害によ
って読

どくしょ

書できない方
かた

たちのために録
ろくおんとしょ

音図書を
制
せいさく

作しているボランティアグループです。カ
トリック系

けい

の月
げっかんしとう

刊誌等を中
ちゅうしん

心に、依
いらい

頼があれ
ば単
たんこうぼん

行本の音
おんどく

読も引
ひ

き受
う

けています。全
ぜんこく

国の
視
しかくしょうがいしゃ

覚障害者情
じょうほうていきょう

報提供のネットワークであるサ
ピエ図

としょかん

書館の詳
しょうさいけんさく

細検索で読
よ

みたい本
ほん

を検
けんさく

索し
たら所

しょぞう

蔵図
としょかんめい

書館名が出
で

るので、そちらから借
か

りることができます。検
けんさく

索でマリア文
ぶんこ

庫と出
で

たら連
れんらく

絡をくださればすぐに貸
か

し出
だ

しを致
いた

し
ます。
　長
ながさきたいかい

崎大会では、マリア文
ぶんこ

庫の利
りようしゃ

用者４名
めい

の
方
かた

とお会
あ

いでき、少
すこ

しの時
じかん

間でしたが直
ちょくせつ

接お
しゃべりすることができました。大

たいかいちょくぜん

会直前に
スケジュールの音

おんやく

訳ＣＤを６名
めい

の方
かた

に送
おく

りま
したが、お役

やく

に立
た

ったでしょうか？実
じっこういいん

行委員
は「視

しかく

覚障
しょうがいしゃ

害者のサポートを」と言
い

われてい
ましたが、大

たいかいとうじつ

会当日はそれぞれ付
つ

き添
そ

いの方
かた

が同
どうこう

行されていて、私
わたし

たちは見
みまも

守るだけで何
なん

の心
しんぱい

配もなく過
す

ごせました。基
きちょうこうえん

調講演の音
おんせい

声
ガイドも一

いち

応
おう

こころづもりをしていました
が、講

こうし

師の東
ひがし

先
せんせい

生の説
せつめい

明でじわじわと災
さいがい

害が
押
お

し寄
よ

せてきた様
ようす

子もわかり、災
さいがいじ

害時の障
しょうがい

害
者
しゃ

の方
かた

の恐
きょうふ

怖も伝
つた

わりましたので、私
わたし

たちの
ガイドは不

ふよ う

要でした。講
こうえんご

演後の分
ぶんかかい

科会では
12の教

きょうしつ

室のどこも満
まんぱい

杯で、一
いちばんひろ

番広い学
がくしゅうしつ

習室
に入

い

れてもらい参
さんかしゃ

加者の方
かた

たちの活
かっぱつ

発な意
いけん

見
交
こうかん

換に耳
みみ

を傾
かたむ

けました。２日
か

目
め

の全
ぜんたいかい

体会でも
感
かん

じたことですが、この大
たいかい

会は障
しょうがいしゃ

害者の方
かた

た
ちが主

しゅじんこう

人公だということ、主
しゅちょう

張したいことを
あふれるほどお持

も

ちだということ、ボランテ
ィアの人

ひと

たちはそれをちゃんと受
う

け止
と

めてま
ずは知

し

ることが大
たいせつ

切なのだということを彼
かれ

ら
彼
かのじょ

女らの発
はつげん

言からひしひしと感
かん

じました。
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　準
じゅんび

備の段
だんかい

階でいうといろいろなことがあり
ましたが、三

み

ツ山
やま

のきれいな空
くうき

気がすべてを
大
おお

きく包
つつ

み込
こ

んで、あっという間
ま

に終
お

わって
しまいました。終

お

わって１か月
げつ

が過
す

ぎた今
いま

、
以
いぜ ん

前江
えどかいちょう

戸会長が「社
しゃかい

会から障
しょうがい

害がなくなれば
障
しょうがいしゃ

害者はいなくなる」とおっしゃったことを、
改
あらた

めて思
おも

い出
だ

しています。

第
だい

14回
かい

カ
しょうれんながさきぜんこく

障連長崎全国大
たいかい

会
「ともに…つんのうで！」
ボランティアに参

さ ん か

加して
� 長

ながさききょうく

崎教区　稲
いなさきょうかい

佐教会　久
ひさまつ

松　千
ちはる

春
　はじめに『第

だい

14回
かい

カ障
しょうれん

連長
ながさき

崎全
ぜんこくたいかい

国大会「と
もに…つんのうで！」』の開

かいさい

催、無
ぶ じ

事に終
しゅうりょう

了、
関
かんけいしゃ

係者の皆
みな

さまお疲
つか

れ様
さま

でした。
　カ障

しょうれんぜんこくたいかい

連全国大会は、九
きゅうしゅう

州で初
はじ

めて開
かいさい

催され
たとの事

こと

。
　私
わたし

は2011年
ねん

に障
しょうがいしゃ

害者になって、紙
かみさき

崎神
しん ぷ

父
様
さま

より名
な ご や

古屋で行
おこな

われるカ障
しょうれん

連全
ぜんこくたいかい

国大会に参
さん

加
か

してみませんかとのお誘
さそ

いを受
う

けて、何
なに

もわからず長
ながさききょうく

崎教区の皆
みな

さんと名
な ご や

古屋に行
い

っ
たのですが、障

しょうがいしゃ

害者になって旅
たび

をするのも初
はじ

めてのことで、一
いっしょ

緒に名
な ご や た い か い

古屋大会に参
さんか

加した
皆
みな

さんといろいろなこともありましたが、と
っても楽

たの

しい有
ゆ う い ぎ

意義な実
みの

り多
おお

い旅
たび

になりまし
た。
　「カ障

しょうれんなごやたいかい

連名古屋大会」で一
いちばんおぼ

番覚えているの
は、ボランティアの皆

みな

さんがすごく親
しんせつ

切で優
やさ

しく生
い

き生
い

きと活
かつどう

動されていたのを覚
おぼ

えてい
ます。そこで、私

わたし

も長
ながさきたいかい

崎大会でボランティア
はできそうにないけどちょっとしたお手

てつだ

伝い
をと思

おも

い（私
わたし

が肢
し た い ふ じ ゆ う

体不自由なので…）、「自
じぶん

分
の教
きょうかい

会で参
さんかしゃ

加者の名
なふださくせい

札作成とかならできるの
でしましょうか？」と稲

いなさきょうかい

佐教会に長
ながさきたいかい

崎大会の
説
せつめい

明に来
こ

られた事
じむきょく

務局の方
かた

にお話
はなし

をしました
ら、なんと、実

じっこういいんかい

行委員会の議
ぎ じ ろ く

事録作
さくせい

成を担
たんとう

当

することになり、主
しゅにんしんぷさま

任神父様にも稲
いなさきょうかい

佐教会で
ＰＣ他

ほか

いろいろ使
つか

わせていただく許
きょか

可をいた
だき、もちろん心

こころよ

良く承
しょうだく

諾してくださりひと
安
あんしん

心。Zoom会
かい ぎ

議も初
はじ

めてで「録
ろく が

画できるか
らゆっくり作

さくせい

成していいですよ」と言
い

ってい
ただき、当

とうしょ

初の私
わたし

の言
い

った名
なふださくせい

札作成もさせて
いただき、他

ほか

はあまり役
やく

に立
た

っていないけど
ほんの少

すこ

しだけのボランティア活
かつどう

動をさせて
いただきました。
　そして途

とちゅう

中からお手
てつだ

伝いしたので以
いぜん

前の資
し

�
料
りょう

を見
み

させていただいたのですが、長
なが

崎
さき

大
たい

会
かい

を実
じっ し

施するにあたっての立
た

ち上
あ

げの準
じゅんびいいん

備委員
会
かい

から実
じっこういいんかい

行委員会に移
いこう

行され、途
とちゅう

中新
しんがた

型コロ
ナの影

えいきょう

響で延
えん き

期…また延
えんき

期の年
とし

をへて今
ことし

年よ
うやく実

じっし

施の運
はこ

びとなり、担
たんとう

当神
しんぷさまがた

父様方をは
じめ実

じっこう

行委
いいんかい

員会の皆
みな

さま方
がた

のご苦
くろう

労は大
たいへん

変な
ものだったと感

かん

じました。
　それでも無

ぶ じ

事に長
ながさきたいかい

崎大会が感
かんしゃ

謝のミサをさ
さげられて皆

みな

さまの心
こころ

はヨハネ・パウロ２世
せい

教
きょうこう

皇さまに書
か

いて
いただいたシンボ
ルマーク一

ひと

つ『わ』
のように『一

ひと

つの
輪
わ

になって一
いっしょ

緒に
進
すす

み、キリストの
精
せいしん

神によって歩
あゆ

む
ことの大

たいせつ

切さ』を感
かん

じ取
と

られたのではないか
と思
おも

いました。
　最

さいご

後に長
ながさききょうく

崎教区の今
こんかい

回の大
たいかい

会を終
お

えた後
のち

に
「カ障

しょうれん

連　長
なが さ き し ぶ

崎支部」の発
ほっそく

足を進
すす

めていらっ
しゃるとのことで、その願

ねが

いがどうか実
みの

りま
すようにとお祈

いの

りするばかりです。
　どうか皆

みな

さまも「カ障
しょうれん

連　長
な が さ き し ぶ

崎支部」の
実
じつげん

現にたくさんのお祈
いの

りをよろしくお願
ねが

いい
たします。
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第
だい

14期
き

　役
やくいんしょうかい

員紹介

顧
こもんしきょう

問司教、日
にほん

本カトリック障
しょうがいしゃ

害者
連
れんらくきょうぎかい

絡協議会を支
ささ

える会
かい

会
かいちょう

長　前
まえだ

田　万
まんよう

葉　枢
すうききょう

機卿
（大
おおさかたかまつ

阪高松）

協
きょうりょくしさい

力司祭　英
はなふさ

　隆
りゅういちろう

一朗　神
しんぷ

父
（大
おおさかたかまつ

阪高松）

会
かいちょう

長　江
え ど

戸　　徹
とおる

　
（名

な ご や

古屋）

肢
したいしょうがい

体障害・車
くるまいす

椅子

運
うんえいいいん

営委員　佐
さとう

藤　　了
りょう

　神
しんぷ

父
（東
とうきょう

京）

発
はったつしょうがいきつおんしょう

達障害吃音症

副
ふくかいちょう

会長　田
たなか

中　　実
みのる

　
（大
おおさかたかまつ

阪高松）

発
はったつしょうがいきつおんしょう

達障害吃音症

運
うんえいいいん

営委員　辻
つじ

　　直
なおや

哉
（名

な ご や

古屋）

肢
したいしょうがい

体障害・車
くるまいす

椅子

副
ふくかいちょう

会長　内
うちの

野　直
なおゆき

幸
（大
おおさかたかまつ

阪高松）

視
しかくしょうがい

覚障害

運
うんえいいいん

営委員　富
とみなが

永　　諒
まこと

　
（名

な ご や

古屋）

視
しかくしょうがい

覚障害

事
じむきょくちょう

務局長・機
きかんしたんとう

関誌担当　小
こいけ

池　政
まさお

男
（さいたま）

運
うんえいいいん

営委員　荻
おぎの

野　文
ふみこ

子
（広
ひろしま

島）

書
しょき

記・機
きかんしたんとう

関誌担当　江
えとう

藤さおり
（長
ながさき

崎）

監
かんじ

事　村
むらかみ

上　かづ
（名

な ご や

古屋）

会
かいけい

計　片
かたおか

岡　英
ひでかず

和
（長
ながさき

崎）

監
かんじ

事　青
あおの

野知
ち え み

恵美
（東
とうきょう

京）

運
うんえいいいん

営委員　白
しらやなぎ

柳　　聡
さとし

　
（東
とうきょう

京）

聴
ちょうかくしょうがい

覚 障 害

オブザーバー　入
いりぐち

口　母
も え

絵
（名

な ご や

古屋）

難
なんちょう

聴

連
れんらくさきおよ

絡先及びご入
にゅうかい

会の申
もう

し込
こ

み先
さき

事
じ

務
む

局
きょく

：〒466-0037　名
な ご や し

古屋市昭
しょうわく

和区恵
えほ う

方町
ちょう

2-15
　　　　　名

な ご や

古屋教
きょうく

区カリタス福
ふくしいいんかいしつない

祉委員会室内
　　　　　日

にほん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会
　　　　　Tel：052-852-1426　fax：052-852-1422

郵
ゆうびんきょく

便局振
ふりかえ

替口
こう

座
ざ

番
ばんごう

号：0 0 1 0 0 - 7 - 3 1 2 5 4
（同
どうふう

封の振
ふりこみ

込用
よう し

紙をご利
りよう

用ください）

会
かい

　　費
ひ

：年
ねんかん

間１口
くち

　1,000円
えん

　　　　　（団
だんたい

体　10口
くち

以
いじょう

上　個
こじ ん

人　１口
くち

以
いじょう

上）

加
かにゅうしゃ

入者名
めい

：日
に

本
ほん

カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会

二
〇
二
三
年
十
二
月
十
九
日
発
行
（
毎
週
火
曜
日
）
Ａ
Ｊ
Ｕ
一
五
〇
五
二
号　

発
行
所　

東
海
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
―
六
―
四
三　

み
こ
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
四
Ｆ　

低
料
第
三
種
郵
便
物
承
認　

定
価
一
〇
〇
円12


